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咽解剤の併用効果について

原料•ゴムの素練りは配合剤の混合作業を容易にするた

め，配合剤のゴム原将中の分散を均ー化させるため，後

の加工性をよくするために行なうものであり，ゴム製品

製造工程中第一番目に実施される作業で，きわめて瓜要

な謡味をもつものであります．現代ゴム工業においては

哨解剤はこの目的のためには不可欠のものであり，動力

費の節減・作業時間の短縮など企業合理化の一助となっ

ております．このため弊社におきましても哨解剤ノクタ

イザー SS・ノクタイザーSZなどを製造販売いたしてお

ります．がさらに発展著しい今日のゴム工業界では新し

い製品，あるいは新しい方法への要望は非常に強く，こ

れはII爵解剤の分野においても例外ではありません．

さて加硫促進剤や老化防止脊I)の使用に際して，これら

を単独で使用するより二種類またはそれ以上を併用した

方が一般に良好な結果がえられることはすでによく知ら

れているところであります．同様に喘解剤の使用に際し

ても併用による効果が期待されるのではないかと予想さ

れますが，今までこの点に関してほとんど研究がなされ

ていないようであります．

そこで弊社研究部ではこの哨解剤の併用効果という間

題を取り上げ実験を行ないましたところ非常に興味深い

結果がえられました、今回はこの実験結果の一端を御報

告し御参考に供したいと思います．

なお哨解剤に関する実験としては，このほかに NOC

技術ノート No.I, No, 2, No. 3 "ノクタイザーss, ノ

クタイザ—sz, ノクタイザー SMについて", ならびに

No, 7, No, 8"ノクタイザー SXについて”において紹

介いたしておりますのでこれらを御参照いただければ幸

甚に存じます．

哨解剤の併用効果に関する実験

〔供試々 料〕

(A) ノクタイザー SS

(0, O'-Dibenzamiclo cliphenyl clisulficle) 

(B) ノクタイザー SZ

(Zinc 2-benzamidothiophcnale) 

(C) Dibenzoyl sulfide 

(D) Zinc thiobenzoate 

この四種の試斜を (A)-(C), (A)-(D), (B)-

(C), (B)-(D)の四とおりに組合わせ，併用割合は
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100/0, 75/25, 50/50, 25/75, 0/100とした。

〔素練り条件〕

7"x 15"試験ロール機使用

回転比 16rpm : 19rpm (I : I. 18) 

ロール間隔 0,5mm 

ロール表面温度 90~95℃ 

1バッチ ゴム量 300g 

試斜使用姑天然ゴム (R. S . S , # I) O. 25phr 
S BR (JSR 1500) I. Ophr 

薄通し回数 天然ゴム 5回， SBR 20回

〔測定条件〕

ムーニー粘度計により素練り後の可塑度を測定する．

試験温度 100℃ ML-1-0, ML-1-4を記録

〔試験結果〕

以上の条件で行なった素練り試験の結果は表 I, 表 2

表 3'表4のとおりである．

試験結果より明らかなように (A)-(C), (A)-(D) 

(B)-(C), (B)-(D) の組み合わせによる哨解剤の

併用は天然ゴム， SBRいずれの場合にも (A), (B) 

(C), (D) 各単独使用よりもすぐれた哨解効果を示

し，素練り促進力の相乗効果が認められる．

各試料の組み合わせを比較してみると，天然ゴムでは

(B)-(D), (B)-(C), (A)-(D), (A)-(C)の順に

併用効果は大きい．すなわちノクタイザー SSとの併

用よりもノクタイザー SZ との併用の方が Dibenzoyl

sulfide, Zinc thiobenzoate ともその併用効果は比較的

大きい。このことは一般にノクタイザー SZが今回の試

験のように90~95℃と比較的低温の素練りに適するのに

対し， ノクタイザーSSは 140~150℃の高温でその真価

を発揮することを考えればうなずけることである． ー・

方 SERでは四種の組み合わせ間に大差は見られない．

現在のところ哨解剤の併用によりなぜ併用効果が得ら

れるのかそのメカニズムについては不明でありますが，

実験的事実としてこのような結果をみたので御報告した

次第であります．

なお，このような事実に裏付けされ，弊仕製品ノクタ

イザーSX(Blend of zinc 2-benzamidothiophenate and 

zinc thiobcnzoate が生まれ，これらの哨解剤の併用効

果については特許登録されたことを追記いたします．
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表I. (A)-(C) ノクタイザーSSと Dibenzoylsulfideの併用効果
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表2 (A)-(D) ノクタイザー SSとZincthiobenzoaleの併用効果

併用割合
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表 3 (B)-(C) ノクタイザー SZと Dibenzoylsulfideの併用効果

天 然 ゴ ム s
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表4 (B)-(D) ノクタイザー SZと Zincthiobenzoateの併用効果

併用割合
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